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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置の割り当て単位としてリソースユニットが規定されるとともに、リソースユ
ニットの時間領域の長さがスロットであり、周波数領域において、システム帯域内に複数
のリソースユニットが配置されるとともに、かつ時間領域において、サブフレームにふた
つのスロットが配置され、所定のユーザ装置に対して、サブフレームの１番目のスロット
とサブフレームの２番目のスロットのそれぞれにおいて、互いに異なった周波数のリソー
スユニットにデータをマッピングする変調部と、
　前記変調部においてマッピングしたデータを送信する送信部と
　を備え、
　前記変調部では、ふたつのスロットのそれぞれに対して、周波数領域において連続した
２つ以上のリソースユニットを含んだリソースユニットグループが、システム帯域内に２
つ以上規定され、１番目のスロットにおいて前記所定のユーザ装置にマッピングすべきリ
ソースユニットを含むリソースユニットグループと、２番目のスロットにおいて前記所定
のユーザ装置にマッピングすべきリソースユニットを含むリソースユニットグループとは
、一定数のリソースユニットグループ分の周波数だけ異なってマッピングがなされ、
　前記変調部は、各リソースユニットブロックに含まれるリソースユニットに対し、各リ
ソースユニットブロック内において、低周波数側から高周波数側へ向かって１から順に大
きくなるような、該リソースユニットを識別するためのインデックスを付与しており、（
リソースユニットブロックにおけるリソースユニットの最大インデックス）＋１－（１番



(2) JP 4728301 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

目のスロットでのリソースユニットブロックにおいて前記所定のユーザ装置にマッピング
したリソースユニットのインデックス）に対応するリソースユニットを前記２番目のスロ
ットでのリソースユニットブロックにおけるリソースユニットとして、前記所定のユーザ
装置にマッピングすることを特徴とするユーザ装置。
【請求項２】
　１サブフレームおける時間領域において、１番目のスロットに対応する第１のリソース
ユニットと２番目のスロットに対応する第２のリソースユニットとの関係が予め決められ
ており、第１のリソースユニットを示す情報を基地局装置から受けつける受信部をさらに
備え、
　前記変調部は、前記受信部において受けつけた情報をもとに、マッピングを実行するこ
とを特徴とする請求項１に記載のユーザ装置。
【請求項３】
　所定のユーザ装置に対して、サブフレームの１番目のスロットとサブフレームの２番目
のスロットのそれぞれにおいて、互いに異なった周波数のリソースユニットにデータをマ
ッピングすることを適用することについての通知を基地局装置から受けつける受信部をさ
らに備えることを特徴とする請求項１に記載のユーザ装置。
【請求項４】
　ユーザ装置の割り当て単位としてリソースユニットが規定されるとともに、リソースユ
ニットの時間領域の長さがスロットであり、周波数領域において、システム帯域内に複数
のリソースユニットが配置されるとともに、かつ時間領域において、サブフレームにふた
つのスロットが配置され、所定のユーザ装置に対して、サブフレームの１番目のスロット
とサブフレームの２番目のスロットのそれぞれにおいて、互いに異なった周波数のリソー
スユニットにデータをマッピングするステップと、
　マッピングしたデータを送信するステップとを備え、
　前記マッピングするステップでは、ふたつのスロットのそれぞれに対して、周波数領域
において連続した２つ以上のリソースユニットを含んだリソースユニットグループが、シ
ステム帯域内に２つ以上規定され、１番目のスロットにおいて前記所定のユーザ装置にマ
ッピングすべきリソースユニットを含むリソースユニットグループと、２番目のスロット
において前記所定のユーザ装置にマッピングすべきリソースユニットを含むリソースユニ
ットグループとは、一定数のリソースユニットグループ分の周波数だけ異なってマッピン
グがなされ、
　前記マッピングするステップは、各リソースユニットブロックに含まれるリソースユニ
ットに対し、各リソースユニットブロック内において、低周波数側から高周波数側へ向か
って１から順に大きくなるような、該リソースユニットを識別するためのインデックスを
付与しており、（リソースユニットブロックにおけるリソースユニットの最大インデック
ス）＋１－（１番目のスロットでのリソースユニットブロックにおいて前記所定のユーザ
装置にマッピングしたリソースユニットのインデックス）に対応するリソースユニットを
前記２番目のスロットでのリソースユニットブロックにおけるリソースユニットとして、
前記所定のユーザ装置にマッピングすることを特徴とする送信方法。
【請求項５】
　ユーザ装置と、
　基地局装置と
　を備え、
　前記ユーザ装置は、
　ユーザ装置の割り当て単位としてリソースユニットが規定されるとともに、リソースユ
ニットの時間領域の長さがスロットであり、周波数領域において、システム帯域内に複数
のリソースユニットが配置されるとともに、かつ時間領域において、サブフレームにふた
つのスロットが配置され、所定のユーザ装置に対して、サブフレームの１番目のスロット
とサブフレームの２番目のスロットのそれぞれにおいて、互いに異なった周波数のリソー
スユニットにデータをマッピングする変調部と、
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　前記変調部においてマッピングしたデータを送信する送信部と
　を備え、
　前記変調部では、ふたつのスロットのそれぞれに対して、周波数領域において連続した
２つ以上のリソースユニットを含んだリソースユニットグループが、システム帯域内に２
つ以上規定され、１番目のスロットにおいて前記所定のユーザ装置にマッピングすべきリ
ソースユニットを含むリソースユニットグループと、２番目のスロットにおいて前記所定
のユーザ装置にマッピングすべきリソースユニットを含むリソースユニットグループとは
、一定数のリソースユニットグループ分の周波数だけ異なってマッピングがなされ、
　前記変調部は、各リソースユニットブロックに含まれるリソースユニットに対し、各リ
ソースユニットブロック内において、低周波数側から高周波数側へ向かって１から順に大
きくなるような、該リソースユニットを識別するためのインデックスを付与しており、（
リソースユニットブロックにおけるリソースユニットの最大インデックス）＋１－（１番
目のスロットでのリソースユニットブロックにおいて前記所定のユーザ装置にマッピング
したリソースユニットのインデックス）に対応するリソースユニットを前記２番目のスロ
ットでのリソースユニットブロックにおけるリソースユニットとして、前記所定のユーザ
装置にマッピングすることを特徴とする通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、特に基地局装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｗ－ＣＤＭＡやＨＳＤＰＡの後継となる通信方式、すなわちロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ：　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）が、Ｗ－ＣＤＭＡの標準化
団体３ＧＰＰにより検討され、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦＤＭ
、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ－Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）が検討されている（例え
ば、非特許文献１参照）。
【０００３】
　ＯＦＤＭは、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各周波数
帯上にデータを載せて伝送を行う方式であり、サブキャリアを周波数上に、一部重なりあ
いながらも互いに干渉することなく密に並べることで、高速伝送を実現し、周波数の利用
効率を上げることができる。
【０００４】
　ＳＣ－ＦＤＭＡは、周波数帯域を分割し、複数の端末間で異なる周波数帯域を用いて伝
送することで、端末間の干渉を低減することができる伝送方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡで
は、送信電力の変動が小さくなる特徴を持つことから、端末の低消費電力化及び広いカバ
レッジを実現できる。
【０００５】
　Ｅ－ＵＴＲＡにおける上りリンクのリファレンスシグナル（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉ
ｇｎａｌ）はパイロットチャネルのことを指し、同期、コヒーレント検波のためのチャネ
ル推定、パワコン時の受信ＳＩＮＲ測定等に使用される。リファレンスシグナルは、受信
側で既知の送信信号であり、周期的に各サブフレームに埋め込まれていて、基地局側で受
信される。
【０００６】
　Ｅ－ＵＴＲＡにおける上りリンクの無線アクセスに使用されるＳＣ－ＦＤＭＡについて
、図１を参照して説明する。システムで使用可能な周波数帯域は、複数のリソースブロッ
クに分割され、リソースブロックの各々は１以上のサブキャリアを含む。ユーザ装置（Ｕ
Ｅ：　Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）には１以上のリソースブロックが割り当てられる
。周波数スケジューリングでは、ユーザ装置から報告される下りパイロットチャネルのリ
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ソースブロック毎の受信信号品質又はチャネル状態情報(CQI:　Channel　Quality　Indic
ator）に応じて、チャネル状態の良好な端末に優先的にリソースブロックを割り当てるこ
とにより、システム全体の伝送効率又はスループットを向上させる。また、使用可能な周
波数ブロックを所定の周波数ホッピングパターンに従って変更する周波数ホッピングも適
用されることが検討されている。
【０００７】
　図１において、異なるハッチングは異なるユーザ装置に割り当てられる時間・周波数リ
ソースを示す。ＵＥ２は、広めの帯域が割り当てられていたが、次のサブフレームでは狭
い帯域が割り当てられる。各ユーザ装置は、重複しないように異なる周波数帯域が割り当
てられる。
【０００８】
　ＳＣ－ＦＤＭＡでは、セル内の各ユーザ装置は、異なる時間・周波数リソースを用いて
送信する。このようにして、セル内のユーザ装置間の直交が実現される。この時間・周波
数リソースの最小の単位をリソースユニット（ＲＵ：　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ）と
呼ぶ。ＳＣ－ＦＤＭＡでは、連続する周波数を割り当てることにより、低ＰＡＰＲ（ｐｅ
ａｋ－ｔｏ－ａｖｅｒａｇｅ　ｐｏｗｅｒ　ｒａｔｉｏ）のシングルキャリア伝送が実現
される。ＳＣ－ＦＤＭＡでは、割り当てる時間・周波数リソースは、基地局装置のスケジ
ューラが、各ユーザ装置の伝搬状況、送るべきデータのＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　
Ｓｅｒｖｉｃｅ）に基づいて決定する。ここで、ＱｏＳにはデータレート、所要の誤り率
、遅延が含まれる。このように、伝搬状況のよい時間・周波数リソースを各ユーザ装置に
割り当てることによりスループットを増大できる。
【０００９】
　各基地局装置は、割り当てる時間・周波数リソースを個々に行っているため、あるセル
で割り当てられた帯域が、隣のセルで割り当てられる帯域の一部と重なる場合が生じる。
このように、隣のセルで割り当てられる帯域の一部が重なる場合には、干渉が生じ互いに
劣化する。
【非特許文献１】3GPP　TR　25.814　(V7.0.0),　"Physical　Layer　Aspects　for　Evo
lved　UTRA,"　June　2006
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述したように、Ｅ－ＵＴＲＡにおける上りリンクの無線アクセスでは、周波数ホッピ
ングを適用することが検討されている。
【００１１】
　しかしながら、周波数ホッピングが適用される場合の周波数ホッピングパターンや、ホ
ッピングを行う場合に、使用するリソースユニットを通知するシグナリングについては検
討されていない。
【００１２】
　そこで、本発明は、上述した課題に鑑み、その目的は、Ｅ－ＵＴＲＡが適用されるシス
テムにおいて、上りリンクにおいて、周波数ホッピングを適用させることができる基地局
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本ユーザ装置は、
　ユーザ装置の割り当て単位としてリソースユニットが規定されるとともに、リソースユ
ニットの時間領域の長さがスロットであり、周波数領域において、システム帯域内に複数
のリソースユニットが配置されるとともに、かつ時間領域において、サブフレームにふた
つのスロットが配置され、所定のユーザ装置に対して、サブフレームの１番目のスロット
とサブフレームの２番目のスロットのそれぞれにおいて、互いに異なった周波数のリソー
スユニットにデータをマッピングする変調部と、
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　前記変調部においてマッピングしたデータを送信する送信部と
　を備え、
　前記変調部では、ふたつのスロットのそれぞれに対して、周波数領域において連続した
２つ以上のリソースユニットを含んだリソースユニットグループが、システム帯域内に２
つ以上規定され、１番目のスロットにおいて前記所定のユーザ装置にマッピングすべきリ
ソースユニットを含むリソースユニットグループと、２番目のスロットにおいて前記所定
のユーザ装置にマッピングすべきリソースユニットを含むリソースユニットグループとは
、一定数のリソースユニットグループ分の周波数だけ異なってマッピングがなされ、
　前記変調部は、各リソースユニットブロックに含まれるリソースユニットに対し、各リ
ソースユニットブロック内において、低周波数側から高周波数側へ向かって１から順に大
きくなるような、該リソースユニットを識別するためのインデックスを付与しており、（
リソースユニットブロックにおけるリソースユニットの最大インデックス）＋１－（１番
目のスロットでのリソースユニットブロックにおいて前記所定のユーザ装置にマッピング
したリソースユニットのインデックス）に対応するリソースユニットを前記２番目のスロ
ットでのリソースユニットブロックにおけるリソースユニットとして、前記所定のユーザ
装置にマッピングする。
　本送信方法は、
　ユーザ装置の割り当て単位としてリソースユニットが規定されるとともに、リソースユ
ニットの時間領域の長さがスロットであり、周波数領域において、システム帯域内に複数
のリソースユニットが配置されるとともに、かつ時間領域において、サブフレームにふた
つのスロットが配置され、所定のユーザ装置に対して、サブフレームの１番目のスロット
とサブフレームの２番目のスロットのそれぞれにおいて、互いに異なった周波数のリソー
スユニットにデータをマッピングするステップと、
　マッピングしたデータを送信するステップとを備え、
　前記マッピングするステップでは、ふたつのスロットのそれぞれに対して、周波数領域
において連続した２つ以上のリソースユニットを含んだリソースユニットグループが、シ
ステム帯域内に２つ以上規定され、１番目のスロットにおいて前記所定のユーザ装置にマ
ッピングすべきリソースユニットを含むリソースユニットグループと、２番目のスロット
において前記所定のユーザ装置にマッピングすべきリソースユニットを含むリソースユニ
ットグループとは、一定数のリソースユニットグループ分の周波数だけ異なってマッピン
グがなされ、
　前記マッピングするステップは、各リソースユニットブロックに含まれるリソースユニ
ットに対し、各リソースユニットブロック内において、低周波数側から高周波数側へ向か
って１から順に大きくなるような、該リソースユニットを識別するためのインデックスを
付与しており、（リソースユニットブロックにおけるリソースユニットの最大インデック
ス）＋１－（１番目のスロットでのリソースユニットブロックにおいて前記所定のユーザ
装置にマッピングしたリソースユニットのインデックス）に対応するリソースユニットを
前記２番目のスロットでのリソースユニットブロックにおけるリソースユニットとして、
前記所定のユーザ装置にマッピングする。
　本通信システムは、
　ユーザ装置と、
　基地局装置と
　を備え、
　前記ユーザ装置は、
　ユーザ装置の割り当て単位としてリソースユニットが規定されるとともに、リソースユ
ニットの時間領域の長さがスロットであり、周波数領域において、システム帯域内に複数
のリソースユニットが配置されるとともに、かつ時間領域において、サブフレームにふた
つのスロットが配置され、所定のユーザ装置に対して、サブフレームの１番目のスロット
とサブフレームの２番目のスロットのそれぞれにおいて、互いに異なった周波数のリソー
スユニットにデータをマッピングする変調部と、
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　前記変調部においてマッピングしたデータを送信する送信部と
　を備え、
　前記変調部では、ふたつのスロットのそれぞれに対して、周波数領域において連続した
２つ以上のリソースユニットを含んだリソースユニットグループが、システム帯域内に２
つ以上規定され、１番目のスロットにおいて前記所定のユーザ装置にマッピングすべきリ
ソースユニットを含むリソースユニットグループと、２番目のスロットにおいて前記所定
のユーザ装置にマッピングすべきリソースユニットを含むリソースユニットグループとは
、一定数のリソースユニットグループ分の周波数だけ異なってマッピングがなされ、
　前記変調部は、各リソースユニットブロックに含まれるリソースユニットに対し、各リ
ソースユニットブロック内において、低周波数側から高周波数側へ向かって１から順に大
きくなるような、該リソースユニットを識別するためのインデックスを付与しており、（
リソースユニットブロックにおけるリソースユニットの最大インデックス）＋１－（１番
目のスロットでのリソースユニットブロックにおいて前記所定のユーザ装置にマッピング
したリソースユニットのインデックス）に対応するリソースユニットを前記２番目のスロ
ットでのリソースユニットブロックにおけるリソースユニットとして、前記所定のユーザ
装置にマッピングする。

【発明の効果】
【００１４】
　本発明の実施例によれば、Ｅ－ＵＴＲＡが適用されるシステムにおいて、上りリンクに
おいて、周波数ホッピングを適用させることができる基地局装置を実現することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施例を、図面を参照しつつ説明する。実施例を説明するための全図に
おいて、同一機能を有するものは同一符号を用い、繰り返しの説明は省略する。
【００１６】
　図２を参照しながら、本発明の実施例に係るユーザ装置及び基地局装置を有する無線通
信システムについて説明する。ユーザ装置は移動局装置とも呼ばれる。
【００１７】
　無線通信システム１０００は、例えばＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮ
（別名：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，或いは，Ｓｕｐｅｒ　３Ｇ）が適用
されるシステムである。無線通信システム１０００は、基地局装置（ｅＮＢ：　ｅＮｏｄ
ｅ　Ｂ）２００ｍ（２００１、２００２、２００３、・・・、２００ｍ、ｍはｍ＞０の整
数）と、基地局装置２００ｍと通信する複数のユーザ装置１００ｎ（１００１、１００２

、１００３、・・・１００ｎ、ｎはｎ＞０の整数）とを備える。基地局装置２００ｍは、
上位局、例えばアクセスゲートウェイ装置３００と接続され、アクセスゲートウェイ装置
３００は、コアネットワーク４００と接続される。ユーザ装置１００ｎはセル５０ｋ（５
０１、５０２、・・・、５０ｋ、ｋはｋ＞０の整数）のいずれかにおいて基地局装置２０
０ｍとＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮにより通信を行う。
【００１８】
　ここで、ユーザ装置１００ｎには、基地局装置２００ｍのいずれかと通信チャネルを確
立し、通信状態にあるものと、基地局装置２００ｍのいずれとも通信チャネルを確立して
おらず、無通信状態にあるものが混在するものとする。
【００１９】
　基地局装置２００ｍは、同期信号を送信する。ユーザ装置１００ｎは、セル５０ｋ（５
０１、５０２、５０３、・・・５０ｋ、ｋはｋ＞０の整数）のいずれかに位置し、電源立
ち上げ時、あるいは、通信中の間欠受信時等において、該同期信号に基づいて、自ユーザ
装置にとって無線品質が良好なセルを検出するセルサーチを行う。すなわち、ユーザ装置
１００ｎは、同期信号を用いてシンボルタイミングとフレームタイミングとを検出し、か
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つ、セルID（セルIDから生成されるセル固有のスクランブルコード）またはセルＩＤの集
合（セルＩＤグループと呼ぶ）などのセル固有の制御情報の検出を行う。
【００２０】
　ここで、セルサーチは、ユーザ装置１００ｎが通信状態にある場合と無通信状態にある
場合の両方で行われる。例えば、通信状態におけるセルサーチとしては、同じ周波数のセ
ルを検出するためのセルサーチや異なる周波数のセルを検出するためのセルサーチ等があ
る。また、無線通信状態におけるセルサーチとしては、例えば、電源立ち上げ時のセルサ
ーチや待ち受け時のセルサーチ等がある。
【００２１】
　以下、基地局装置２００ｍ（２００１、２００２、２００３、・・・２００ｍ）につい
ては、同一の構成、機能、状態を有するので、以下では特段の断りがない限り基地局装置
２００ｍとして説明を進める。以下、ユーザ装置１００ｎ（１００１、１００２、１００

３、・・・１００ｎ）については、同一の構成、機能、状態を有するので、以下では特段
の断りがない限りユーザ装置１００ｎとして説明を進める。以下、セル５０ｋ（５０１、
５０２、５０３、・・・５０ｋ）については、同一の構成、機能、状態を有するので、以
下では特段の断りがない限りセル５０ｋとして説明を進める。
【００２２】
　無線通信システム１０００は、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦＤ
Ｍ（直交周波数分割多元接続）、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキャリ
ア－周波数分割多元接続）が適用される。上述したように、ＯＦＤＭは、周波数帯域を複
数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各周波数帯上にデータを載せて伝送を行
う方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、周波数帯域を分割し、複数のユーザ装置間で異なる周
波数帯域を用いて伝送することで、ユーザ装置間の干渉を低減することができる伝送方式
である。
【００２３】
　ここで、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮにおける通信チャネルについ
て説明する。
【００２４】
　下りリンクについては、各ユーザ装置１００ｎで共有して使用される物理下りリンク共
有チャネル（ＰＤＳＣＨ：　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）と、ＬＴＥ用の下り制御チャネルとが用いられる。下りリンクでは、ＬＴＥ
用の下り制御チャネルにより、物理下りリンク共有チャネルにマッピングされるユーザ装
置の情報やトランスポートフォーマットの情報、物理上りリンク共有チャネルにマッピン
グされるユーザ装置の情報やトランスポートフォーマットの情報、物理上りリンク共有チ
ャネルの送達確認情報などが通知され、物理下りリンク共有チャネルによりユーザデータ
が伝送される。
【００２５】
　また、下りリンクにおいて、基地局装置２００ｍは、ユーザ装置１００ｎがセルサーチ
を行うための同期信号を送信する。
【００２６】
　上りリンクについては、各ユーザ装置１００ｎで共有して使用される物理上りリンク共
有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）と、ＬＴＥ用の上り制御チャネルとが用いられる。尚、上り制御チャネルには、物
理上りリンク共有チャネルと時間多重されるチャネルと、周波数多重されるチャネルの２
種類がある。上りリンクでは、ＬＴＥ用の上り制御チャネルにより、下りリンクにおける
物理共有チャネルのスケジューリング、適応変復調・符号化（ＡＭＣ：　Ａｄａｐｔｉｖ
ｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ）に用いるための下りリンクの品質情
報（ＣＱＩ：　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）及び下りリンク
の物理共有チャネルの送達確認情報（ＨＡＲＱ　ＡＣＫ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が伝
送される。上りリンクチャネルは、物理上りリンク共有チャネルとＬＴＥ用の上りリンク
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制御チャネルとを指す。尚、ＬＴＥ用の上りリンク制御チャネルには、物理上りリンク共
有チャネルと時間多重されるチャネルと、周波数多重されるチャネルの２種類がある。図
３に、ＬＴＥ用の上りリンク制御チャネルのマッピングを示す。
【００２７】
　尚、図３において、周波数多重されている上りリンク制御チャネルは、サブフレーム内
の２つのサブフレーム間で、マッピングされる位置が異なる（周波数ホッピングが行われ
る）。図３において、５００は物理上りリンク共有チャネルを示し、５１０は物理上りリ
ンク共有チャネルと周波数多重される場合を示し、５２０は物理上りリンク共有チャネル
と時間多重される場合を示す。
【００２８】
　上りリンクでは、ＬＴＥ用の上りリンク制御チャネルにより、下りリンクにおける共有
チャネルのスケジューリング、適応変復調・符号化（ＡＭＣＳ：　Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍ
ｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）に用いるための下りリンク
の品質情報（ＣＱＩ：　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）及び下
りリンクの物理下りリンク共有チャネルの送達確認情報（ＨＡＲＱ　ＡＣＫ　ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ）が伝送される。また、物理上りリンク共有チャネルによりユーザデータが
伝送される。
【００２９】
　尚、物理上りリンク共有チャネルにマッピングされるトランスポートチャネルは上りリ
ンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ：　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で
ある。すなわち、ユーザデータは、ＵＬ－ＳＣＨにマッピングされる。
【００３０】
　物理上りリンク制御チャネルでは、ＣＱＩや送達確認情報に加えて、上りリンクの共有
チャネルのリソース割り当てを要求するスケジューリング要求（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　
Ｒｅｑｕｅｓｔ）や、パーシステントスケジューリング（Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈ
ｅｄｕｌｉｎｇ）におけるリリース要求（Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）等が送信さ
れてもよい。ここで、上りリンクの共有チャネルのリソース割り当てとは、あるサブフレ
ームの物理下りリンク制御チャネルを用いて、後続のサブフレームにおいて上りリンクの
共有チャネルを用いて通信を行ってよいことを基地局装置がユーザ装置に通知することを
意味する。
【００３１】
　本実施例に係る無線通信システムでは、上りリンクにおいて周波数ホッピングが適用さ
れる。周波数ホッピングでは、使用可能な周波数ブロックが所定の周波数ホッピングパタ
ーンに従って変更される。
【００３２】
　図４に示すように、ユーザ装置１００ｎには、上りリンクにおいて周波数ホッピングが
適用される場合には、１リソースユニット(RU:　Resource　Unit)を単位として割り当て
られる。図４において、横軸は周波数、縦軸は時間を示す。例えば、１リソースユニット
の帯域幅は１８０ｋＨｚであり、１スロット長は、０．５ｍｓｅｃである。１サブフレー
ムには、２スロットが含まれる。
【００３３】
　例えば、周波数ホッピングが適用されるユーザ装置は、システム帯域の両端の周波数帯
域が割り当てられる。このようにすることにより、周波数ホッピングが適用されるユーザ
装置の間の周波数ダイバーシチ効果を大きくできる。また、システム帯域の両端の周波数
帯域以外の周波数帯域には、ローカライズドＦＤＭＡが適用されるユーザ装置に割り当て
られるが、このローカライズドＦＤＭＡが適用されるユーザ装置にとって、シングルキャ
リア伝送との整合性を高くできる。
【００３４】
　本実施例に係る基地局装置２００では、ユーザ装置の伝搬情報及びトラヒックタイプに
基づいて、当該ユーザ装置に対して周波数ホッピングを適用するか否かが決定される。ユ
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ーザ装置の伝搬情報には、該ユーザ装置の移動速度が含まれる。例えば、周波数ホッピン
グを適用することにより、周波数ダイバーシチの効果を期待できるユーザ装置に対しては
、周波数ホッピングを適用すると判断する。具体的には、高速で移動するユーザ装置、音
声パケット（ＶｏＩＰ）のように周期的に小さなサイズのデータを送信するユーザ装置に
対して、周波数ホッピングを適用すると判断する。周波数ホッピングが適用されるユーザ
装置に対して、周波数ホッピングを適用して上りリンクの信号を送信することが通知され
る。
【００３５】
　基地局装置２００は、周波数ホッピングを適用すると判断されたユーザ装置に対しては
、スケジューリング処理において、１リソースユニットを単位として、１サブフレームに
おいては、各スロットで、異なる帯域のリソースユニットが割り当てられる。すなわち、
各サブフレームにおいて、時間方向で、前半のリソースユニット（前半のスロット）と後
半のリソースユニット（後半のスロット）ではその帯域が異なる。
【００３６】
　また、スケジューリングの結果、決定されたリソースユニットの情報は、アップリンク
　スケジューリング　グラント（Uplink　Scheduling　Grant）で通知される。例えば、
各サブフレームにおいて、前半のリソースユニットと、該前半のリソースユニットに対す
る周波数方向におけるシフト量が通知される。
【００３７】
　次に、本実施例に係る基地局装置２００ｍについて、図５を参照して説明する。
【００３８】
　本実施例に係る基地局装置２００ｍは、ＯＦＤＭ信号生成部２０２と、上り割り当て許
可信号送信用制御信号生成部２０４と、復調用ＲＳ生成部２０６と、同期検出・チャネル
推定部２０８と、チャネル復号部２１０と、コヒーレント検波部２１２と、各ユーザの上
りリンクチャネル状態推定部２１４と、スケジューラ２１６と、周波数ホッピング決定部
２１８とを備える。ＯＦＤＭ信号生成部２０２及び上り割り当て許可信号送信用制御信号
生成部２０４は送信部を構成し、復調用ＲＳ生成部２０６、同期検出・チャネル推定部２
０８、チャネル復号部２１０、コヒーレント検波部２１２、各ユーザの上りリンクチャネ
ル状態推定部２１４、スケジューラ２１６及び周波数ホッピング決定部２１８は受信部を
構成する。
【００３９】
　ユーザ装置１００ｎから送信された上りリンクのチャネルは、同期検出・チャネル推定
部２０８、コヒーレント検波部２１２及び各ユーザの上りリンクチャネル状態推定部２１
４に入力される。
【００４０】
　同期検出・チャネル推定部２０８は、入力された受信信号の同期検出を行い、受信タイ
ミングを推定し、後述する復調用ＲＳ生成部２０６により入力された復調用ＲＳ（Ｄｅｍ
ｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）に基づいて、チャネル推定を
行い、その結果をコヒーレント検波部２１２に入力する。
【００４１】
　コヒーレント検波部２１２は、チャネル推定結果及び後述するスケジューラ２１６によ
り入力された割り当てた周波数と帯域幅に基づいて、受信信号に対しコヒーレント検波を
行い、復調後の受信信号をチャネル復号部２１０に入力する。チャネル復号部２１０は、
入力された復調後の受信信号を復号し、スケジューラ２１６により入力される割り当てた
ユーザ番号に対応する再生データ信号を生成する。生成された再生データ信号はネットワ
ークに送信される。
【００４２】
　また、各ユーザの上りリンクチャネル状態推定部２１４は、入力された受信信号に基づ
いて、チャネル状態を推定し、各ユーザ装置の上りリンクチャネル状態推定結果をスケジ
ューラ２１６に入力する。
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【００４３】
　周波数ホッピング決定部２１８には、各ユーザ装置の伝搬情報及びトラフィックタイプ
が入力される。周波数ホッピング決定部２２６は、入力された各ユーザ装置の伝搬情報及
びトラフィックタイプに基づいて、当該ユーザ装置１００ｎに周波数ホッピングを適用す
るか否かを判断する。例えば、ユーザ装置の伝搬情報、具体的には、ユーザ装置の移動速
度が所定の閾値以上である場合及び／又はトラヒックタイプが音声パケット（ＶｏＩＰ）
のように周期的に送信される小さなサイズのデータである場合には、周波数ホッピングを
適用することを決定する。一方、ユーザ装置の移動速度が所定の閾値未満及びトラヒック
タイプが音声パケット（ＶｏＩＰ）のように周期的に送信される小さなサイズのデータ以
外である場合には、周波数ホッピングを適用しないことを決定する。周波数ホッピング決
定部２２６は、周波数ホッピングを適用することを決定した場合、当該ユーザ装置に対し
て周波数ホッピングを適用することをスケジューラ２１６及び上り割り当て許可信号送信
用制御信号生成部２０４に通知する。
【００４４】
　スケジューラ２１６は、入力された各ユーザ装置の上りリンクチャネル状態推定結果及
び各ユーザ装置のＱｏＳ、例えば要求データレート、バッファ状態、所要誤り率、遅延な
どに基づいて、例えば周波数スケジューリングを行い、割り当てた周波数と帯域幅を上り
割り当て許可信号送信用制御信号生成部２０４及びコヒーレント検波部２１２に入力し、
割り当てたユーザ番号を上り割り当て許可信号送信用制御信号生成部２０４及びチャネル
復号部２１０に入力する。ここで、スケジューリングとは、所定のサブフレームにおいて
共有チャネルを用いてパケットデータの送信を行うユーザ装置を選別する処理である。そ
の後、スケジューリングにおいて選別されたユーザ装置が送信するパケットデータに関す
る変調方式や符号化率、データサイズを決定する処理が行われる。変調方式、符号化率、
データサイズの決定は、例えば、ユーザ装置から上りリンクにおいて送信されるサウンデ
ィング用リファレンス信号のＳＩＲに基づいて行われる。さらに、スケジューリングにお
いて選別されたユーザ装置が送信するパケットデータの送信に用いられるリソースユニッ
トを決定する。リソースユニットの決定は、例えば、ユーザ装置から上りリンクにおいて
送信するサウンディング用リファレンス信号のＳＩＲに基づいて行われる。
【００４５】
　そして、上り割り当て許可信号送信用制御信号生成部２０４において、上述したスケジ
ューリング処理、伝送フォーマットの選択処理、周波数リソースの割り当て処理により決
定される、物理上りリンク共有チャネルを用いて通信を行うユーザ（ユーザ装置）のＩＤ
や、そのユーザデータのトランスポートフォーマットの情報、すなわち、データサイズ、
変調方式に関する情報や、上りリンクのリソースユニットの割り当て情報、上りリンクの
共有チャネルの送信電力に関する情報等が含まれる、ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒ
ａｎｔが生成される。ここで、上りリンクのリソースユニットとは、周波数リソースに相
当し、リソースブロックとも呼ばれる。
【００４６】
　また、スケジューラ２１６は、周波数ホッピング決定部２１８により、周波数ホッピン
グを適用することを通知された場合、当該ユーザ装置に対しては、１リソースユニットを
単位として、１サブフレームにおいては、スロット毎に異なる帯域のリソースユニットが
割り当てられる。
【００４７】
　この周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対しては、上り割り当て許可信号送信
用制御信号生成部２０４は、当該ユーザ装置に対し、周波数ホッピングが適用されること
を通知する。この通知は、アップリンク　スケジューリング　グラントによりしてもよい
し、上位レイヤの制御信号で通知するようにしてもよい。アップリンク　スケジューリン
グ　グラントは、サブフレーム毎に通知されるので、上位レイヤにより通知するよりも高
速に周波数ホッピングに切り替えることができる。
【００４８】
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　また、上り割り当て許可信号送信用制御信号生成部２０４は、周波数ホッピングが適用
される場合には、各サブフレームにおいて、前半のリソースユニットと、該前半のリソー
スユニットに対する周波数方向におけるシフト量の情報が含まれる、アップリンク　スケ
ジューリング　グラントを生成する。例えば、周波数方向の一方から、リソースユニット
に対してインデックスが付された場合、各サブフレームにおいて、前半のリソースユニッ
トのインデックスと、該前半のリソースユニットに対するインデックスのシフト量の情報
が含まれる、アップリンク　スケジューリング　グラントを生成する。ユーザ装置１００

ｎは、前半のリソースユニットに対する周波数方向におけるシフト量により、後半のスロ
ットにおけるリソースユニットを特定する。
【００４９】
　復調用ＲＳ生成部２０６は、復調用ＲＳを生成し、同期検出・チャネル推定部２０８に
入力する。
【００５０】
　上り割り当て許可信号送信用制御信号生成部２０８は、入力された割り当てた周波数と
帯域幅及び割り当てユーザ番号を含む制御信号（上り割り当て許可信号送信用制御信号）
を生成し、ＯＦＤＭ信号生成部２０４に入力する。この制御信号には、例えばアップリン
ク　スケジューリング　グラントが含まれる。
【００５１】
　ＯＦＤＭ信号生成部２０４は、該制御信号を含むＯＦＤＭ信号を生成し送信無線機に入
力する。その結果、下りリンクの制御チャネルによりスケジューリングの対象となるユー
ザ装置に通知される。
【００５２】
　ＯＦＤＭ信号生成部２０２は、上述した制御チャネル以外に、他の下りリンクチャネル
、例えば下りリファレンスシグナル、データチャネル、ページングチャネルなどを含むＯ
ＦＤＭ信号を生成し送信無線機に入力する。その結果、下りリンクチャネルがユーザ装置
に送信される。
【００５３】
　次に、本実施例に係るユーザ装置１００ｎについて、図６を参照して説明する。
【００５４】
　本実施例に係るユーザ装置１００ｎは、ＯＦＤＭ信号復調部１０２と、上り割り当て許
可信号復調・復号部１０４と、その他の制御信号、データ信号の復調・復号部１０６と、
復調用ＲＳ生成部１０８と、チャネル符号化部１１０と、データ変調部１１２と、ＳＣ－
ＦＤＭＡ変調部１１４とを備える。ＯＦＤＭ信号復調部１０２、上り割り当て許可信号復
調・復号部１０４及びその他の制御信号、データ信号の復調・復号部１０６は受信部を構
成し、復調用ＲＳ生成部１０８、チャネル符号化部１１０、データ変調部１１２及びＳＣ
－ＦＤＭＡ変調部１１４は送信部を構成する。
【００５５】
　ユーザ装置１００ｎは、上り割り当て許可信号の復号結果において、割り当てユーザ番
号が自ユーザ装置１００ｎを指示した場合のみ送信信号の生成及び送信を行う。
【００５６】
　基地局装置２００ｍからの受信信号は、ＯＦＤＭ信号復調部１０２に入力され、復調処
理が行われ、上り割り当て許可信号送信用制御信号は上り割り当て許可信号復調・復号部
１０４に入力され、上り割り当て許可信号送信用制御信号以外の制御信号、データ信号は
、その他の制御信号、データ信号の復調・復号部１０６に入力される。
【００５７】
　上り割り当て許可信号復調・復号部１０４は、入力された上り割り当て許可信号の復調
・復号処理を行い、基地局装置２００から、周波数ホッピングを適用することが通知され
た場合には、その周波数ホッピング適用通知をＳＣ－ＦＤＭＡ変調部１１４に入力する。
また、上り割り当て許可信号復調・復号部１０４は、割り当てられたリソースユニットを
示す情報をＳＣ－ＦＤＭＡ変調部１１４に入力する。例えば、上り割り当て許可信号復調
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・復号部１０４は、各サブフレームにおいて、前半のスロットと、該前半のスロットに対
する周波数方向におけるシフト量の情報をＳＣ－ＦＤＭＡ変調部１１４に入力する。
【００５８】
　復調用ＲＳ生成部１０８は、復調用ＲＳを生成し、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調部１１４に入力
する。
【００５９】
　一方、ユーザデータは、チャネル符号化部１１０においてチャネル符号化が行われ、デ
ータ変調部１１２においてデータ変調が行われ、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調部１１４に入力され
る。
【００６０】
　ＳＣ－ＦＤＭＡ変調部（ＤＦＴ－ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭ）１１４は、入力された復調
用ＲＳ、変調されたユーザデータを割り当てられたリソースユニットに基づいて変調し、
送信信号を出力する。例えば、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調部（ＤＦＴ－ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭ
）１１４は、各サブフレームにおいて、前半のスロットと、該前半のスロットに対する周
波数方向におけるシフト量の情報に基づいて、前半のスロットに対する周波数方向におけ
るシフト量から、後半のスロットにおけるリソースユニットを特定する。その結果、周波
数ホッピングを適用すると判断されたユーザ装置は、１リソースユニットを単位として、
１サブフレームにおいては、スロット毎に異なる帯域のリソースユニットによりデータ送
信を行う。
【００６１】
　次に、本発明の他の実施例に係る基地局装置及びユーザ装置が適用される無線通信シス
テムについて説明する。
【００６２】
　本実施例に係る無線通信システム、基地局装置及びユーザ装置の構成は、図２、図５及
び図６を参照して説明した構成と同様である。
【００６３】
　本実施例では、上述した実施例と同様に、基地局装置２００は、周波数ホッピングを適
用すると判断されたユーザ装置に対しては、スケジューリング処理において、１リソース
ユニットを単位として、１サブフレームにおいては、スロット毎に異なる帯域のリソース
ユニットを割り当てる。この場合、本実施例では、各サブフレームにおいて、時間方向に
おける前半のリソースユニットに対する後半のリソースユニットの周波数方向のシフト量
が予め決定されている。例えば、周波数方向の一方から、リソースユニットに対してイン
デックスが付された場合、シフト量はリソースユニットのインデックス（番号）のシフト
量により指定される。具体的には、シフト量として＋２１が指定された場合には、図７に
示すように、前半のリソースユニット番号に対して２１だけ加算されたリソースユニット
が後半のリソースユニットなる。このシフト量は、ユーザ装置のサポートできる周波数帯
域と対応させて予め仕様化しておくようにしてもよいし、上位レイヤで通知するようにし
てもよい。このように構成することにより、サブフレーム毎に、一定の周波数だけ離れた
周波数で送信されるため、一定の周波数ダイバーシチ効果を得ることができる。
【００６４】
　また、スケジューリングの結果、決定されたリソースユニットの情報は、アップリンク
　スケジューリング　グラント（Uplink　Scheduling　Grant）で通知される。シフト量
は、予め決定されているか、上位レイヤにより通知されているので、各サブフレームにお
いて、前半のリソースユニットのインデックスが通知される。
【００６５】
　具体的には、スケジューラ２１６は、周波数ホッピング決定部２２６により、周波数ホ
ッピングを適用することを通知された場合、当該ユーザ装置に対しては、前半のリソース
ユニットを割り当てるスケジューリングが行われる。この場合、上りリンクでは、ＳＣ－
ＦＤＭＡが適用されるので、連続するリソースユニットを割り当てる場合には、後半のス
ロットにおいて、割り当てられるリソースユニットが不連続にならないように、前半のリ
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ソースユニットが割り当てられる。言い換えれば、連続するリソースユニットが割り当て
られる。
【００６６】
　この周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対しては、上り割り当て許可信号送信
用制御信号生成部２０４は、各サブフレームにおいて、前半のリソースユニットの情報、
具体的には前半のリソースユニットのインデックスが含まれる、アップリンク　スケジュ
ーリング　グラントを生成する。
【００６７】
　次に、本発明の他の実施例に係る基地局装置及びユーザ装置が適用される無線通信シス
テムについて説明する。
【００６８】
　本実施例に係る無線通信システム、基地局装置及びユーザ装置の構成は、図２、図５及
び図６を参照して説明した構成と同様である。
【００６９】
　本実施例では、上述した実施例と同様に、基地局装置２００は、周波数ホッピングを適
用すると判断されたユーザ装置に対しては、スケジューリング処理において、１リソース
ユニットを単位として、１サブフレームにおいては、スロット毎に異なる帯域のリソース
ユニットを割り当てる。この場合、本実施例では、各サブフレームにおいて、前半のリソ
ースユニットと後半のリソースユニットとの対応が予め決定される。例えば、周波数方向
の一方から、リソースユニットに対してインデックスが付された場合、図８に示すように
、前半のリソースユニットのインデックスがｋ（ｋは、０≦ｋの整数）である場合、後半
のリソースユニットは、（リソースユニットの最大インデックス）－ｋにより表される。
この対応は、予め仕様化しておくようにしてもよいし、上位レイヤで通知するようにして
もよい。このように構成することにより、後半のスロットにおいて、割り当てられるリソ
ースユニットが不連続になることがないため、シングルキャリアの特性を特別な制御を行
うことなく維持できる。
【００７０】
　また、スケジューリングの結果、決定されたリソースユニットの情報は、アップリンク
　スケジューリング　グラント（Uplink　Scheduling　Grant）で通知される。前半のリ
ソースユニットと後半のリソースユニットとの対応は、予め決定されているか、上位レイ
ヤにより通知されているので、各サブフレームにおいて、前半のリソースユニットの情報
、具体的には前半のリソースユニットのインデックスが通知される。
【００７１】
　具体的には、スケジューラ２１６は、周波数ホッピング決定部２１８により、周波数ホ
ッピングを適用することが通知された場合、当該ユーザ装置に対しては、前半のリソース
ユニットを割り当てるスケジューリングが行われる。
【００７２】
　この周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対しては、上り割り当て許可信号送信
用制御信号生成部２０４は、各サブフレームにおいて、前半のリソースユニットの情報、
具体的には前半のリソースユニットのインデックスが含まれる、アップリンク　スケジュ
ーリング　グラントを生成する。
【００７３】
　次に、本発明の他の実施例に係る基地局装置及びユーザ装置が適用される無線通信シス
テムについて説明する。
【００７４】
　本実施例に係る無線通信システム、基地局装置及びユーザ装置の構成は、図２、図５及
び図６を参照して説明した構成と同様である。
【００７５】
　本実施例では、リソースユニットグループ(RUG:　Resource　Unit　Group)が定義され
る。リソースユニットグループには連続する複数のリソースユニットが含まれる。
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【００７６】
　本実施例では、上述した実施例と同様に、基地局装置２００は、周波数ホッピングを適
用すると判断されたユーザ装置に対しては、スケジューリング処理において、１リソース
ユニットを単位として、１サブフレームにおいては、スロット毎に異なる帯域のリソース
ユニットを割り当てる。この場合、本実施例では、各サブフレームにおいて、時間方向に
おける前半のリソースユニットグループに対する後半のリソースユニットグループの周波
数方向のシフト量が予め決定されている。例えば、周波数方向の一方から、リソースユニ
ットグループに対してインデックスが付された場合、シフト量はリソースユニットグルー
プのインデックス（番号）のシフト量により指定される。具体的には、シフト量として＋
５が指定された場合には、図９に示すように、前半のリソースユニットグループ＃１に対
して５だけ加算されたリソースユニットグループ＃６が後半のリソースユニットグループ
となる。
【００７７】
　さらに、前半のリソースユニットグループに含まれるリソースユニットと後半のリソー
スユニットグループに含まれるリソースユニットとの対応が予め決定される。例えば、リ
ソースユニットグループ毎に、周波数方向の一方から、リソースユニットに対してインデ
ックスが付された場合、具体的には、図１０に示すように、前半のリソースユニットグル
ープにおけるリソースユニットのインデックスをｉ（ｉは、０＜ｉの整数であり、ｉ≦リ
ソースユニットグループに含まれるリソースユニット数）とした場合、後半のリソースユ
ニットは、（後半のリソースユニットグループにおけるリソースユニットのインデックス
の最大値）＋１－ｉにより表される。この対応は、予め仕様化しておくようにしてもよい
し、上位レイヤで通知するようにしてもよい。このように構成することにより、一定の周
波数だけ離れたリソースユニットグループに含まれる周波数で送信されるため、一定の周
波数ダイバーシチ効果を得ることができるとともに、後半のスロットにおいて、割り当て
られるリソースユニットが不連続になることがないため、シングルキャリアの特性を特別
な制御を行うことなく維持できる。
【００７８】
　また、スケジューリングの結果、決定されたリソースユニットの情報、具体的にはリソ
ースユニットのインデックスは、アップリンク　スケジューリング　グラント（Uplink　
Scheduling　Grant）で通知される。前半のリソースユニットグループと後半のリソース
ユニットグループとの対応及び前半のリソースユニットグループに含まれるリソースユニ
ットと後半のリソースユニットグループに含まれるリソースユニットとの対応は、予め決
定されているか、上位レイヤにより通知されているので、各サブフレームにおいて、前半
のリソースユニットグループの情報と、該リソースユニットグループにおけるリソースユ
ニットの情報が通知される。具体的には、前半のリソースユニットグループのインデック
スと、該リソースユニットグループにおけるリソースユニットのインデックスが通知され
る。
【００７９】
　スケジューラ２１６は、周波数ホッピング決定部２２６により、周波数ホッピングを適
用することを通知された場合、当該ユーザ装置に対しては、前半のリソースユニットを割
り当てるスケジューリングが行われる。
【００８０】
　この周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対しては、上り割り当て許可信号送信
用制御信号生成部２０４は、各サブフレームにおいて、割り当てる前半のリソースユニッ
トが含まれる前半のリソースユニットグループのインデックスと、該リソースユニットグ
ループにおける割り当てる前半のリソースユニットのインデックスの情報が含まれる、ア
ップリンク　スケジューリング　グラントを生成する。
【００８１】
　次に、本発明の他の実施例に係る基地局装置及びユーザ装置が適用される無線通信シス
テムについて説明する。
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【００８２】
　本実施例に係る無線通信システムの構成は、図２を参照して説明した構成と同様である
。
【００８３】
　本実施例に係る基地局装置２００は、図１１に示すように、図５を参照して説明した基
地局装置において、スケジューラ２１６及びＯＦＤＭ信号生成部２０２と接続された報知
チャネル生成部２２０を備える点で異なる。
【００８４】
　本実施例では、スケジューラ２１６は、スケジューリングにより、割り当てたリソース
ユニットの割り当て情報を、報知チャネル生成部２２０に入力する。
【００８５】
　報知チャネル生成部２２０は、入力された割り当てたリソースユニットの割り当て情報
を、物理下りリンク共有チャネルで送信される報知チャネルで送信する。この物理下りリ
ンク共有チャネルで送信される報知チャネルは、ダイナミック報知チャネルとも呼ばれる
。
【００８６】
　このようにすることにより、周波数ホッピングを適用することを決定した場合、当該ユ
ーザ装置に対して周波数ホッピングを適用することを１ビットのみで通知できる。この場
合、ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔには、周波数ホッピングを適用するかしな
いかを示す１ビットが含まれる。
【００８７】
　本実施例に係るユーザ装置１００は、図１２に示すように、図６を参照して説明したユ
ーザ装置において、ＯＦＤＭ信号復号部１０２及びＳＣ－ＦＤＭＡ変調部１１４と接続さ
れた報知チャネル復調・復号部１１６を備える点で異なる。
【００８８】
　基地局装置２００ｍからの受信信号は、ＯＦＤＭ信号復調部１０２に入力され、復調処
理が行われ、上り割り当て許可信号送信用制御信号は上り割り当て許可信号復調・復号部
１０４に入力され、報知チャネルは報知チャネル復調・復号部１１６に入力され、上り割
り当て許可信号送信用制御信号及び報知チャネル以外の制御信号、データ信号は、その他
の制御信号、データ信号の復調・復号部１０６に入力される。
【００８９】
　報知チャネル復調・復号部１１６は、入力された報知チャネルの復調・復号処理を行い
、割り当てられたリソースユニットの割り当て情報をＳＣ－ＦＤＭＡ変調部１１４に入力
する。
【００９０】
　上述した実施例においては、図１３に示すように、周波数ホッピングが適用されるユー
ザ装置はシステム帯域の両端の周波数帯域が割り当てられ、システム帯域の両端の周波数
帯域以外の周波数帯域にはローカライズドＦＤＭＡが適用されるユーザ装置に割り当てら
れる場合について説明したが、図１４に示すように、周波数ホッピングが適用されるユー
ザ装置にシステム帯域の両端の周波数帯域だけではなく、システム帯域の両端の周波数帯
域以外の周波数帯域も割り当てるようにしてもよい。このようにすることにより、周波数
ホッピングが適用されるユーザ装置数が多い場合でも、周波数領域のスケジューリングの
効果を得ることができる。
【００９１】
　尚、上述した実施例においては、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮ（別
名：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，或いは，Ｓｕｐｅｒ　３Ｇ）が適用され
るシステムにおける例を記載したが、本発明に係る基地局装置は、上りリンクにおいてＦ
ＤＭＡ、例えばＳＣ－ＦＤＭＡ方式を用いる全てのシステムにおいて適用することが可能
である。
【００９２】
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　説明の便宜上、発明の理解を促すため具体的な数値例を用いて説明されるが、特に断り
のない限り、それらの数値は単なる一例に過ぎず適切な如何なる値が使用されてよい。
【００９３】
　以上、本発明は特定の実施例を参照しながら説明されてきたが、各実施例は単なる例示
に過ぎず、当業者は様々な変形例、修正例、代替例、置換例等を理解するであろう。説明
の便宜上、本発明の実施例に係る装置は機能的なブロック図を用いて説明されたが、その
ような装置はハードウエアで、ソフトウエアで又はそれらの組み合わせで実現されてもよ
い。本発明は上記実施例に限定されず、本発明の精神から逸脱することなく、様々な変形
例、修正例、代替例、置換例等が包含される。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】シングルキャリア－ＦＤＭＡを示す説明図である。
【図２】本発明の一実施例に係る無線通信システムを示すブロック図である。
【図３】上り制御チャネルのマッピングの一例を示す説明図である。
【図４】本発明の一実施例に係る周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対するリソ
ースユニットの割り当ての一例を示す説明図である。
【図５】本発明の一実施例に係る基地局装置を示す部分ブロック図である。
【図６】本発明の一実施例に係るユーザ装置を示す部分ブロック図である。
【図７】本発明の一実施例に係る周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対するリソ
ースユニットの割り当ての一例を示す説明図である。
【図８】本発明の一実施例に係る周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対するリソ
ースユニットの割り当ての一例を示す説明図である。
【図９】本発明の一実施例に係る周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対するリソ
ースユニットの割り当ての一例を示す説明図である。
【図１０】本発明の一実施例に係る周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対するリ
ソースユニットの割り当ての一例を示す説明図である。
【図１１】本発明の一実施例に係る基地局装置を示す部分ブロック図である。
【図１２】本発明の一実施例に係るユーザ装置を示す部分ブロック図である。
【図１３】本発明の一実施例に係る周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対するリ
ソースユニットの割り当ての一例を示す説明図である。
【図１４】本発明の一実施例に係る周波数ホッピングが適用されるユーザ装置に対するリ
ソースユニットの割り当ての一例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００９５】
５０ｋ（５０１、５０２、・・・、５０ｋ）　セル
１００ｎ（１００１、１００２、１００３、・・・、１００ｎ）　ユーザ装置
１０２　ＯＦＤＭ信号復調部
１０４　上り割り当て許可信号復調・復号部
１０６　その他の制御信号、データ信号の復調・復号部
１０８　復調用ＲＳ生成部
１１０　チャネル符号化部
１１２　データ変調部
１１４　ＳＣ－ＦＤＭＡ変調部
１１６　報知チャネル復調・復号部
２００ｍ（２００１、２００２、２００３、・・・、２００ｍ）　基地局装置
２０２　ＯＦＤＭ信号生成部
２０４　上り割り当て許可信号送信用制御信号生成部
２０６　復調用ＲＳ生成部
２０８　同期検出・チャネル推定部
２１０　チャネル復号部
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２１２　コヒーレント検波部
２１４　各ユーザの上りリンクチャネル状態推定部
２１６　スケジューラ
２１８　周波数ホッピング決定部
２２０　報知チャネル生成部
４００　コアネットワーク
５００　物理上りリンク共有チャネル
５１０　上りリンク制御チャネル
５２０　上りリンク制御チャネル

【図１】 【図２】
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